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（１）施設配置図

　■　計画概要
項　目 区　分

処理区域面積　　　（ha）

処理区域内人口　 （人）

処理能力　　　　　　（ｍ3/日最大）

排除方式

処理場敷地　　　 　（ha）

　■　経過の概要
S57.1.22 　中勢沿岸流域下水道雲出川左岸処理区都市計画決定

S57.2.23 　同都市計画法による事業認可

　同下水道法による事業認可

　幹線管渠工事着手

　浄化センター工事着手

　通水式

　供用開始（津市、久居市、香良洲町の一部）

　幹線管渠工事完成

　■　関連公共下水道の内訳（全体計画）

（1系）凝集剤併用型
循環式硝化脱窒法+
急速ろ過
（2-4系）凝集剤併用
型嫌気･無酸素･好
気法＋急速ろ過法

（1系）標準活性汚泥
法＋急速ろ過法
（2-3系）凝集剤併用
型嫌気･無酸素･好
気法＋急速ろ過法

2,600254

(旧）久居市 1,181

計画処理水量
（ｍ3/日最大）

71,300

19.05

4,500

2,257.3

94,830

処理方法

45,300

23,400

計画処理面積
（ha）

3,907

2,472

119,300

74,960

津市

(旧）津市

全体計画

3,907

119,300

71,300

19.05

処理区域内人口
（人）

分　流　式

認可計画

55,140

39,840

(旧）香良洲町

S57.3.12

S62.12.19

H1.12.19

H5.3.30

H17.12

H5.4.1

市町名



（供用開始延長：累計延長）

5幹線　　管径３００～１,６５０mm　　総延長12,170ｍ

平成18年度供用開始率１００％

[津幹線]
管径(㎜) 延長(m) H5年度
1,350 4,560 (100.0)

～1,650 4,560

[久居中央幹線]
管径(㎜) 延長(m) H5年度

800 3,530 (100.0)
～1,150 3,530

[久居南部幹線]
管径(㎜) 延長(m) H17年度

500 250 (100.0)
250

[久居北部幹線]
管径(㎜) 延長(m) H9年度 10 11 12

600 2,040 (16.2) (16.2) (16.2) (100)
～８００ 330 330 330 2,040

[香良洲幹線]
管径(㎜) 延長(m) H5年度

300 1,790 (100.0)
～３５０ 1,790

（２）幹線管渠状況図
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（久居北部処理分区） 理 　 津３号

線 分
区

）

（久居中央処理分区） （津第３処理分区）

久居中央幹線 久居中央２号 香良洲幹線
久居中央１号

 津２号
久居南部幹線 香良洲１号

香良洲中継
ポンプ場

（久居南部処理分区） 久居南部１号 （津第１処理分区）

（香良洲
処理分区）

幹線管渠の概略図



（３）現況施設

形状区分

名　　称 土木建築 機械電気 摘要

１２.６ｍ３/min×８６kＷ ２台

２５.２ｍ３/min×１５７kＷ ２台

Ｌ２０.０ｍ×Ｗ６.1ｍ×深さ３.０ｍ ４池 ４池

Ｌ１２.５ｍ×Ｗ４.２ｍ×深さ３.１ｍ ９池 ９池

Ｌ４２.０ｍ×Ｗ６.０ｍ×深さ５.５ｍ ４池 ４池

Ｌ７０.５ｍ×Ｗ１３.２ｍ×深さ５.５ｍ ３池 ３池

５ｍ
３ ― ２槽

１０ｍ３ ― 1槽

Ｌ３０.０ｍ×Ｗ６.1ｍ×深さ３.０ｍ ４池 ４池

Ｌ２９.７ｍ×Ｗ６.５ｍ×深さ３.６ｍ ６池 ６池

Ｌ５.５ｍ×Ｗ６.０ｍ ６池 ５池

５ ｍ３ １棟 ２基

幅3.0ｍ×長45.0ｍ×深2.0ｍ＝270ｍ３ 1池 1池

Ｌ５００ｍ　φ 1,６５０mm　１条 ５００ｍ ―

φ ８.０ｍ×深さ３.０ｍ １池 １池

φ １２.０ｍ×深さ３.０ｍ １池 １池

常圧浮上濃縮装置　１０ｍ２　25kg･DS/m２･h １台 １台

布幅１.５ｍ １台

布幅３.０ｍ ３台

４０ｍ３/min×７５kＷ ２台

８０ｍ３/min×１３０kＷ １台

１００ｍ３/min×１６０kＷ （１台予備） １台

ガスタービン　１,２５０kＶＡ １棟 １台

φ １,６５０ｍｍ～φ ３００ｍｍ 11,920m ―

１棟

１棟

砂ろ過設備
　（急速ろ過池）

汚泥濃縮タンク

機械濃縮

PAC貯留槽

放流渠

１棟

　　　　　形　　　状　　　寸　　　法

主ポンプ

平成24年4月1日現在

次亜塩素酸ソーダ
　　　　　　　貯留槽

塩素混和池

最初沈殿池

反応槽

最終沈殿池

４台

自家発電設備

幹線管渠

ベルトプレス

１.８３ｍ３/min×１１kＷ （１台予備） １棟

脱水機

送風機

中継ポンプ場
（香良洲中継ポンプ場）



設備 機器名 電気容量
[kW] 台数

1号粗目ｽｸﾘｰﾝ バーｽｸﾘｰﾝ W3,000mm 目幅150mm － 2

1号細目自動除塵機 間欠式前面かき揚げ形 間欠式前面かき揚げ形 W3,000 目幅25mm 1.5×2 2

し渣搬出ｺﾝﾍﾞｱ ﾄﾗﾌ形ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ ﾄﾗﾌ形ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ W600×L12,000mm　 1.5 1

し渣洗浄機 機械撹拌式 機械撹拌式 1.0ｍ3/h 3.7+0.4 1

し渣洗浄機排水弁 電動偏心構造弁 電動偏心構造弁 φ150mm 0.2 1

し渣脱水機 ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ式 プランジャー式 1.0ｍ3/h 5.5 1

し渣ｽｷｯﾌﾟﾎｲｽﾄ ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ式 ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ式ｽｷｯﾌﾟﾎｲｽﾄ 0.3ｍ3×h25m 3.7 1

し渣ﾎｯﾊﾟ 鋼板製密閉角型(ｶｯﾄｹﾞｰﾄ式) 鋼板製密閉角型(ｶｯﾄｹﾞｰﾄ式)　5ｍ3 0.75×2 1

1号ｺﾝﾃﾅ吊揚機 電動ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ(ｷﾞﾔｰﾄﾞﾄﾛﾘ付き) ｷﾞﾔｰﾄﾛﾘｰ付電動ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 1t×9ｍ 1.4 1

2号ｺﾝﾃﾅ吊揚機 電動ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ(ｷﾞﾔｰﾄﾞﾄﾛﾘ付き) ｷﾞﾔｰﾄﾛﾘｰ付手動ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 1t×8ｍ － 1

1、2号流入ｹﾞｰﾄ W1,000×h1,650mm 2.2 2

ﾎﾟﾝﾌﾟ井連絡ｹﾞｰﾄ W1,000×h1,000mm － 1

1、2号ﾎﾟﾝﾌﾟ井撹拌機 水中ﾐｷｻｰ 水中ﾐｷｻｰ 250mm 2.4 2

1、2号汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 立軸渦巻斜流ﾎﾟﾝﾌﾟ 立軸渦巻斜流ﾎﾟﾝﾌﾟ φ300mm×12.6m3/min 86 2

1、2号流水ﾎﾟﾝﾌﾟ用吐出弁 電動仕切弁 電動仕切弁 φ300mm 0.75 2

1、2号流入ﾎﾟﾝﾌﾟ用逆止弁 逆止弁 スイング逆止弁 φ300mm － 2

1、2号流入ﾎﾟﾝﾌﾟ用吸込弁 手動仕切弁 手動仕切弁 φ300mm － 2

1、2号流入ﾎﾟﾝﾌﾟ用仕切弁 手動仕切弁 手動仕切弁 φ300mm － 2

3号流入ﾎﾟﾝﾌﾟ 立軸渦巻斜流ﾎﾟﾝﾌﾟ 立軸渦巻斜流ﾎﾟﾝﾌﾟ φ450×25.2ｍ2/min 157 1

4号流入ﾎﾟﾝﾌﾟ 立軸渦巻斜流ﾎﾟﾝﾌﾟ 立軸渦巻斜流ﾎﾟﾝﾌﾟ φ450×25.2ｍ3/min 160 1

3、4号流水ﾎﾟﾝﾌﾟ用吐出弁 電動仕切弁 電動仕切弁 φ450mm 1.5 2

3、4号流入ﾎﾟﾝﾌﾟ用逆止弁 逆止弁 スイング逆止弁 φ450mm － 2

3、4号流入ﾎﾟﾝﾌﾟ用吸込弁 手動仕切弁 手動仕切弁 φ450mm － 2

3、4号流入ﾎﾟﾝﾌﾟ用仕切弁 手動仕切弁 手動仕切弁 φ450mm － 2

5、6号流入ﾎﾟﾝﾌﾟ用吸込弁 手動仕切弁 手動仕切弁 φ450mm － 2

電磁流量計用仕切弁 手動仕切弁 手動仕切弁 φ600mm － 2

増設用仕切弁 手動仕切弁 手動仕切弁 φ800mm － 1

床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ φ80mm×0.2ｍ3／min 7.5 2

搬入室(1)吊揚機 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 5t － 1

搬入ﾎﾟﾝﾌﾟ棟吊揚機 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 5t － 2

砂ろ過水槽 角形FRPﾀﾝｸ 角形FRPﾀﾝｸ 6ｍ3 － 1

搬入室(1)吊揚機 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 5t － 1

搬入室(2)吊揚機 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 5t － 1

1号脱臭ﾌｧﾝ FRP製ﾀｰﾎﾞﾌｧﾝ FRP製ﾀｰﾎﾞﾌｧﾝ 40ｍ3／min 3.7 1

1号活性炭吸着塔 40ｍ3／min － 1

活性炭吊揚機 手動ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 手動ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 1t×5ｍ － 1

給水ﾕﾆｯﾄ 2.1m3 7.5×2 1

受水槽加圧ﾕﾆｯﾄ 1.0m3 1

受変電設備 6.6kV　tr1台(300kVA) 300kVA 一式

消火栓設備 2.2 一式

ス
ク
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ー

ン
設
備

そ
の
他

規格又は仕様

ポ
ン
プ
設
備

（４）設備概要
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設備 機器名 電気容量
[kW] 台数規格又は仕様

1系分配可動堰 手動可動堰 W1,500×h1,450mm　手動 － 1

2系分配可動堰 手動可動堰 W2,000×h1,450mm　手動 － 1

1系初沈ﾊﾞｲﾊﾟｽｹﾞｰﾄ 手動仕切弁 W600×h600mm　手動 － 1

2系初沈ﾊﾞｲﾊﾟｽｹﾞｰﾄ 手動仕切弁 W600×h600mm　手動 － 1

2-1、2号反応ﾀﾝｸﾊﾞｲﾊﾟｽｹﾞｰﾄ 手動仕切弁 W600×h600mm　手動 － 2

初沈流入ｹﾞｰﾄ 手動仕切弁 W600×h600mm　手動 － 4

初池汚泥引抜弁 電動偏心構造弁 電動式偏心構造弁 φ150mm 0.1 4

初沈汚泥引抜ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ φ100mm×0.8ｍ3/min 7.5 2

池排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形 φ100mm 7.5 1

初沈汚泥掻寄機 ﾁｪｰﾝﾌﾗｲﾄ式(2連1駆動) 1.5×2 4

初沈ｽｶﾑｽｷﾏｰ 電動式ﾊﾟｲﾌﾟｽｷﾏｰ 0.2 4

撹拌式曝気装置 水中撹拌式 水中撹拌式 5.5 2

水中撹拌機吊揚機 移動式ｸﾚｰﾝ 移動式ｸﾚｰﾝ 1t×7ｍ － 1

反応槽流入可動堰 手動可動堰 W1,000×h500mm　手動 － 16

消泡水ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 3.75 1

散気装置(1、2池) ｾﾗﾐｯｸ散気板 通気量：80リットル/min － 2

散気装置(3、4池) － 2

空気調整弁 電油操作式 電油操作式 φ350mm 0.4 2

終沈流入ｹﾞｰﾄ 手動仕切弁 W600×h600mm　手動 － 4

終沈汚泥引抜弁 電動偏心構造弁 電動式偏心構造弁 φ250mm 0.2 4

返送汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ(Ａ) 吸込ｽｸﾘｭｰ付汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ(可変速VSﾓｰﾀ) 吸込ｽｸﾘｭｰ付汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 1.55ｍ3/min 7.5 2

返送汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ(Ｂ) 吸込ｽｸﾘｭｰ付汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 吸込ｽｸﾘｭｰ付汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 3.1ｍ3/min 15 2

余剰汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ φ80㎜×0.5ｍ3/min 7.5 2

終沈汚泥掻寄機 ﾁｪｰﾝﾌﾗｲﾄ式(2連1駆動) 1.5×2 4

終沈ｽｶﾑｽｷﾏｰ 電動式ﾊﾟｲﾌﾟｽｷﾏｰ 0.2 4

初沈ｽｶﾑﾎﾟﾝﾌﾟ 吸込ｽｸﾘｭｰ付汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 吸込ｽｸﾘｭｰ付汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 2.0ｍ3/min 7.5 1

終沈ｽｶﾑﾎﾟﾝﾌﾟ 吸込ｽｸﾘｭｰ付汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 吸込ｽｸﾘｭｰ付汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 2.0ｍ3/min 11 1

ｽｶﾑ分離機 回転ﾄﾞﾗﾑ型 0.4 1

ｽｶﾑｺﾝﾃﾅ吊上機 手動ｼﾞﾌﾞｸﾚｰﾝ 0.5t×3ｍ － 1

PAC貯留槽 立型FRP製ﾀﾝｸ 立型定置式FRP製ﾀﾝｸ 5ｍ3 － 2

PAC注入ﾎﾟﾝﾌﾟ ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ式定量ﾎﾟﾝﾌﾟ ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾎﾟﾝﾌﾟ 0.154 L/min 0.2 2

初沈床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.3ｍ3／min 1.5 2

反応槽床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.3ｍ3／min 1.5 2

終沈床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.3ｍ3／min 1.5 2

初沈流入ｹﾞｰﾄ 手動仕切弁 W600×h600mm　手動 － 9

初池汚泥引抜弁 電動式偏心構造弁 電動式偏心構造弁 φ150mm 0.2 9

初沈汚泥引抜ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ φ100mm×0.3ｍ3/min 3.7 2

池排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形 φ200mm 11 1

初沈汚泥掻寄機(2－1池) ﾁｪｰﾝﾌﾗｲﾄ式(3連1駆動) 1.5 1

初沈汚泥掻寄機(2－2、2－3池) ﾁｪｰﾝﾌﾗｲﾄ式(1連1駆動) 0.4 6

初沈ｽｶﾑｽｷﾏｰ(1,2,4,5,7,8,) 電動式ﾊﾟｲﾌﾟｽｷﾏｰ 電動式パイプｽｷﾏｰ　φ300×Ｌ3.2ｍ 0.2 6
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設備 機器名 電気容量
[kW] 台数規格又は仕様

初沈ｽｶﾑｽｷﾏｰ(3,6,9) 電動式ﾊﾟｲﾌﾟｽｷﾏｰ 電動式パイプｽｷﾏｰ　φ300×Ｌ4.2ｍ 0.2 3

初沈ｽｶﾑﾎﾟﾝﾌﾟ 吸込ｽｸﾘｭｰ付水中汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 吸込ｽｸﾘｭｰ付水中汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 1.5ｍ3／min 5.5 1

初沈ｽｶﾑ分離機 2.0ｍ3／min　目幅3mm 0.85 1

池排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形 φ200mm 11 1

反応ﾀﾝｸ流入可動堰 手動可動堰 W1,000×h600mm　手動 － 18

嫌気ﾀﾝｸ攪拌機 水中撹拌機 水中撹拌式 5.5 3

無酸素ﾀﾝｸ攪拌機 水中撹拌機 水中撹拌式 7.5 6

好気ﾀﾝｸ攪拌機 水中撹拌機 水中撹拌式 7.5 12

循環ﾎﾟﾝﾌﾟ 吸込ｽｸﾘｭｰ付汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 吸込ｽｸﾘｭｰ付汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 7.5 6

空気調整弁 電油操作式 電油操作式 500Ａ 0.4 3

攪拌機吊上装置 組立型移動式ｸﾚｰﾝ 組立型移動式ｸﾚｰﾝ　2t － 1

終沈流入ｹﾞｰﾄ 手動仕切弁 W600×h600mm　手動 － 6

余剰汚泥引抜弁 電動式偏心構造弁 電動式偏心構造弁 φ100mm 0.2 6

返送汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 吸込ｽｸﾘｭｰ付汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 吸込ｽｸﾘｭｰ付汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 3.0ｍ3/min 15 6

余剰汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟφ100㎜×0.5ｍ3/min 7.5 2

終沈汚泥掻寄機 ﾁｪｰﾝﾌﾗｲﾄ式(2連1駆動) チェーンフライト式(2池1駆動) 1.5 3

終沈ｽｶﾑｽｷﾏｰ 電動式ﾊﾟｲﾌﾟｽｷﾏ 電動式パイプスキマ　φ350×Ｌ5.6ｍ 0.2 6

終沈ｽｶﾑﾎﾟﾝﾌﾟ 吸込ｽｸﾘｭｰ付汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 吸込ｽｸﾘｭｰ付汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 2.0ｍ3/min 7.5 1

消泡水ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 15 1

消泡水ストレーナー 自動洗浄ｽﾄﾚｰﾅｰ 自動洗浄ストレーナー 0.75 1

PAC貯留槽 立型円筒式ﾀﾝｸ 立型円筒式ﾀﾝｸ 10ｍ3 － 1

PAC注入ﾎﾟﾝﾌﾟ ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾎﾟﾝﾌﾟ ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾎﾟﾝﾌﾟ 0.3 L/min 0.2 3

1、2号A1管廊床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.3ｍ3／min 1.5 2

空気増設弁 手動蝶形弁 手動蝶形弁　500A － 3

2次処理水給水ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 3.7 2

2次処理水給水ストレーナー 0.1 1

計装用空気源装置 0.8 1

初沈床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.3ｍ3／min 3.7 2

反応ﾀﾝｸ床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.3ｍ3／min 3.7 2

終沈床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.3ｍ3／min 3.7 2

その他 受変電設備 6.6kV　tr1台(500kVA) 6.6kV　tr1台(500kVA) 500kVA 一式

1号脱臭ﾌｧﾝ ﾀｰﾎﾞﾌｧﾝ ﾀｰﾎﾞﾌｧﾝ 40ｍ3／min 5.5 1

2号脱臭ﾌｧﾝ ﾀｰﾎﾞﾌｧﾝ ﾀｰﾎﾞﾌｧﾝ 70ｍ3／min 11 1

3号脱臭ﾌｧﾝ ﾀｰﾎﾞﾌｧﾝ ﾀｰﾎﾞﾌｧﾝ 160ｍ3／min 18.5 1

1号活性炭吸着搭 立型 立型 40ｍ3／min － 1

2号活性炭吸着搭 立型 立型 70ｍ3／min － 1

3号活性炭吸着搭 立型 立型 160ｍ3／min － 1

活性炭吊揚機 手動ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 手動ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 1t － 1

1、2号送風機 歯車増速式単段ﾌﾞﾛｱｰ φ200mm×φ200mm×40ｍ3/min 75 2

1、2号電動吐出弁 電動仕切弁 φ200mm 0.2 2

3号送風機 歯車増速式単段ﾌﾞﾛｱｰ φ300mm×φ250mm×80ｍ3/min 130 1
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設備 機器名 電気容量
[kW] 台数規格又は仕様

3号電動吐出弁 電動仕切弁 φ250mm 0.2 1

4号送風機 歯車増速式単段ﾌﾞﾛｱｰ φ300mm×φ250mm×100ｍ3/min 150 1

4号電動吐出弁 電動仕切弁 電動仕切弁　φ300mm 0.4 1

湿式空気ろ過器 回転油膜式 回転油膜式 270ｍ3／min 0.2 1

乾式空気ろ過器 自動巻取式 自動巻取式 270ｍ3／min 0.2 1

1、2号冷却塔 210 L/min 0.4 2

冷却水槽 角型FRPﾊﾟﾈﾙ水槽 － 1

天井ｸﾚｰﾝ 5t×5ｍ － 1

1、2、3号冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込多段渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込多段渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ　0.21ｍ3／min 3.7 3

受変電設備 6.6kV　tr1台(500kVA) 6.6kV　tr1台(500kVA) 500kVA 一式

1号自家発電設備 ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ 3φ 3W 6.6kV 1,250kVA 1

原水流入ｹﾞｰﾄ 手動仕切弁 W1000×h1000mm　手動 － 1

ﾊﾞｲﾊﾟｽｹﾞｰﾄ 手動仕切弁 φ1350mm　手動 － 1

2系処理水流入ｹﾞｰﾄ 手動仕切弁 φ1350mm　手動 － 1

流入ｹﾞｰﾄ 手動仕切弁 W500×h500mm　電動 0.4 5

流入ｹﾞｰﾄ 手動仕切弁 W500×h500mm　手動 － 1

流入可動堰 手動可動堰 W600×h400mm　手動 － 5

原水ﾎﾟﾝﾌﾟ(Ａ) 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 19.0ｍ3／min 45 3

原水ﾎﾟﾝﾌﾟ(Ｂ) 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 9.5ｍ3／min 22 2

砂ろ過装置 重力式下向流 重力式下向流(W6.0ｍ×Ｌ5.5) － 5

処理水弁 電動仕切弁 φ400　電動 0.4 5

逆洗水ﾎﾟﾝﾌﾟ 両吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 両吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 13.2ｍ3／min 22 5

逆洗水流入弁 電動仕切弁 φ500　電動 0.4 5

捨水ｹﾞｰﾄ 電動仕切弁 W250×h250mm　電動 0.4 5

逆洗排水ｹﾞｰﾄ 電動仕切弁 W600×h900mm　電動 0.75 5

空洗ブロワ ﾙｰﾂﾌﾞﾛｱｰ ルーツブロワ　20ｍ3/min 30 3

空洗弁 電動仕切弁 φ300　電動 0.2 5

逆洗排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 無閉塞形汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 1.8ｍ3／min 11 3

逆洗排水槽攪拌機 水中ﾐｷｻｰ 水中ﾐｷｻｰ 2.5 2

ろ過水移送ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 2.2ｍ3／min 11 2

脱水機棟給水ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 3.0ｍ3／min 22 2

原水ﾎﾟﾝﾌﾟ搬出入装置 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ　2t － 1

原水ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出弁 手動偏心構造弁 手動偏心構造弁　φ400 － 5

原水ﾎﾟﾝﾌﾟ逆止弁 逆止弁 スイング式逆止弁　φ400 － 5

処理水止弁 蝶形弁 蝶形弁　φ400 － 5

逆洗水流入止弁 蝶形弁 蝶形弁　φ500 － 5

機器搬出入装置 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ　2t － 1

ブロア室床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.3ｍ3／min 1.5 2

管廊床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.3ｍ3／min 1.5 2

その他 受変電設備 6.6kV　tr1台(500kVA) 6.6kV　tr1台(500kVA) 500kVA 一式

場内用水
設備 原水ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.85ｍ3／min 7.5 2
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設備 機器名 電気容量
[kW] 台数規格又は仕様

砂ろ過器 立形圧力式砂ろ過器 立形圧力式砂ろ過器 40ｍ3／h － 2

送洗ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 3.4ｍ3／min 18.5 2

逆洗ﾌﾞﾛｱｰ ﾙｰﾂﾌﾞﾛｱｰ ルーツブロア 4.9ｍ3／min 11 2

ろ過水ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 2.4ｍ3／min 15 2

除湿器 冷凍式空冷 冷凍式空冷 350 L/min 0.2 1

用水床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ　0.3ｍ3／min 1.5 2

消泡水ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ　0.5ｍ3／min 3.7 1

ろ過水給水ﾕﾆｯﾄ 圧力ﾀﾝｸ付自動給水装置 圧力ﾀﾝｸ付自動給水装置 0.37ｍ3/min 5.5×2 2

砂ろ過空気圧縮機 1.5×2 1

次亜塩素貯留槽 立型定置式FRP製ﾀﾝｸ 立型定置式FRP製ﾀﾝｸ 5ｍ3 － 2

次亜塩注入ﾎﾟﾝﾌﾟ(Ａ) ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾎﾟﾝﾌﾟ ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾎﾟﾝﾌﾟ 0.75～0.04 L/min 0.4 2

次亜塩注入ﾎﾟﾝﾌﾟ(Ｂ) ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾎﾟﾝﾌﾟ ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾎﾟﾝﾌﾟ 0.75～1.5 L/min 0.4 1

1号汚泥ｽｸﾘｰﾝ 回転式ﾄﾞﾗﾑ型 回転式ドラム型 0.75 1

1号汚泥掻寄機 中央駆動懸垂形 中央駆動懸垂形　φ8m×h3ｍ 0.4 1

汚泥ｽｸﾘｰﾝ棟床排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ　65Ａ×0.3ｍ3／min 1.5 2

し査搬出機 ｼﾞﾌﾞｸﾚｰﾝ ジブｸﾚｰﾝ 2t×h4ｍ×スパン3ｍ － 1

1-1、1-2号濃縮汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ 一軸ﾈｼﾞ式ﾎﾟﾝﾌﾟ(可変容量) 一軸ネジ式(可変容量)　4.8～12m3/h×60m 7.5 2

1号･2-1号･2-2号分配可動堰 手動可動堰 W300×h200mm　手動 － 3

3号分配可動堰 手動可動堰 W600×h200mm　手動 － 1

2号汚泥掻寄機 中央駆動懸垂形 中央駆動懸垂形　φ12m×h3ｍ 0.75 1

1、2号濃縮汚泥引抜弁 電動偏心構造弁 電動偏心構造弁 0.2 2

1、2号余剰汚泥貯留槽攪拌機 立形ﾊﾟﾄﾞﾙ式 立形パドル式　70ｍ3 φ1,400mm 5.5 2

1、2号余剰汚泥供給ﾎﾟﾝﾌﾟ 一軸ﾈｼﾞ式ﾎﾟﾝﾌﾟ(可変容量) 一軸ネジ式(可変容量)　31～63m3/h 15 2

1号浮上濃縮機 常圧浮上濃縮機 常圧浮上濃縮機　10m2　25kg-DS/m2･h 9.2 1

1号脱気槽攪拌機 立形攪拌機 立形攪拌機 2.2 1

1号、2号浮上用空気圧縮機 可搬式ｵｲﾙﾌﾘｰ形 可搬式オイルフリー形　825 L/分 7.5 2

浮上用空気除湿器 冷凍式除湿器 冷凍式除湿器　　　　　825 L/分 0.34 1

1号、2号浮上用凝集剤供給機 可変連続定量供給機 可変連続定量供給機　　0.6 L/分 0.2 2

1号、2号浮上用凝集剤溶解槽撹拌機 立形攪拌機 立形攪拌機 1.5 2

1号、2号浮上用凝集剤注入ﾎﾟﾝﾌﾟ 一軸ﾈｼﾞ式ﾎﾟﾝﾌﾟ(可変容量) 一軸ネジ式(可変容量) 0.4 2

1号、2号起泡助剤希釈槽攪拌機 立形攪拌機 立形攪拌機 0.1 2

1号、2号起泡助剤注入ﾎﾟﾝﾌﾟ ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ式定量ﾎﾟﾝﾌﾟ ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ式定量ﾎﾟﾝﾌﾟ　80～320cc/分 0.2 2

1号、2号起泡用水ﾎﾟﾝﾌﾟ 横軸渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 横軸渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ　162L/分 1.5 2

浮上用凝集剤吊上機 電動ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ(ｷﾞﾔｰﾄﾞﾄﾛﾘ付き) 電動ﾄﾛﾘｰ付ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ　1ton 1.6 1

1号、2号余剰汚泥受入弁 空気作動式偏心構造弁 空気作動式偏心構造弁　φ150mm － 2

1号、2号浮上濃縮汚泥投入弁 空気作動式偏心構造弁 空気作動式偏心構造弁　φ400mm － 2

1、2号混合汚泥貯留槽攪拌機 立形攪拌機 立形ﾐｷｻｰ　58.5ｍ3 φ1,400mm 7.5 2

1-1,1-2号汚泥供給ﾎﾟﾝﾌﾟ 一軸ﾈｼﾞ式ﾎﾟﾝﾌﾟ 一軸ネジﾎﾟﾝﾌﾟ φ80mm　3～9ｍ3/h 5.5 2

2、3、4号汚泥供給ﾎﾟﾝﾌﾟ 一軸ﾈｼﾞ式ﾎﾟﾝﾌﾟ 一軸ネジﾎﾟﾝﾌﾟ φ100mm　4.8～19.2ｍ3/h 7.5 3

1号汚泥脱水機 高効率型ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ 高効率型ベルトプレス ろ布巾 1.5ｍ 6 1

2、3、4号汚泥脱水機 高効率型ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ 高効率型ベルトプレス ろ布巾 3.0ｍ 5.6 3
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設備 機器名 電気容量
[kW] 台数規格又は仕様

1-1号ｹｰｷ搬送ｺﾝﾍﾞｱ ﾄﾗﾌ型ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ トラフ型ベルトｺﾝﾍﾞｱ W0.6×Ｌ19m 1.5 1

1-2号ｹｰｷ搬送ｺﾝﾍﾞｱ ﾄﾗﾌ型ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ トラフ型ベルトｺﾝﾍﾞｱ W0.6×Ｌ19ｍ 1.5 1

1、2号ｹｰｷ貯留ﾎｯﾊﾟー 角形油圧ｶｯﾄｹﾞｰﾄ式 角形油圧カットｹﾞｰﾄ式　10ｍ3 2.2 2

1、2、3号薬品ｺﾝﾃﾅ 有効容量 0.5ｍ3 － 3

1、2、3号薬品供給機 可変連続定量供給機 可変連続定量供給機　Max4.0 L/min 0.4 3

1号薬品溶解ﾀﾝｸ 鋼板製立形 鋼板製立形撹拌槽　有効容量 12.0ｍ3 5.5 3

1、12号薬品供給ﾎﾟﾝﾌﾟ 一軸ﾈｼﾞ式ﾎﾟﾝﾌﾟ 一軸ネジﾎﾟﾝﾌﾟ 32Ａ　0.15～0.6ｍ3/h 0.75 2

2、3、4号薬品供給ﾎﾟﾝﾌﾟ 一軸ﾈｼﾞ式ﾎﾟﾝﾌﾟ 一軸ネジﾎﾟﾝﾌﾟ 50Ａ　1.0～3.6ｍ3/h 2.2 2

1号ろ布洗浄ﾎﾟﾝﾌﾟ 横軸多段渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 横軸多段渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ　0.15ｍ3/min×55ｍ 3.7 1

12、2号ろ布洗浄ﾎﾟﾝﾌﾟ 横軸多段渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 横軸多段渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ　0.3ｍ3/min×55ｍ 5.5 2

3、4号ろ布洗浄ﾎﾟﾝﾌﾟ 横軸多段渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 横軸多段渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ　0.3ｍ3/min×80ｍ 7.5 2

1号ろ過水給水ﾕﾆｯﾄ 圧力ﾀﾝｸ式自動給水装置 圧力ﾀﾝｸ式自動給水装置　0.37m3/min×40m 15 1

2号ろ過水給水ﾕﾆｯﾄ 圧力ﾀﾝｸ式自動給水装置 圧力ﾀﾝｸ式　0.4ｍ3/min×40ｍ 11 2

上水槽 角型FRPﾊﾟﾈﾙ水槽 角型FRPﾊﾟﾈﾙ　有効容量8m3 W2×L3×h2m － 1

上水給水ﾕﾆｯﾄ 圧力ﾀﾝｸ式自動給水装置 圧力ﾀﾝｸ式自動給水装置　0.4m3/min×20m 3.7 2

脱水用空気圧縮機 可変型圧力開閉式 可変型圧力開閉式　0.6m3/min×0.83MPa 5.5 2

脱水用除湿器 空冷冷凍式 空冷冷凍式　0.83ｍ3/min 0.3 1

脱水用空気槽 円筒槽 円筒槽　1.0ｍ3 － 1

脱水機用天井ｸﾚｰﾝ 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 手動式　ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 2t×8ｍ － 3

薬品ｺﾝﾃﾅ吊上機 電動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 電動式　ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ 2t×14m 0.7 1

1、2号重力濃縮汚泥投入弁 空気作動式偏心構造弁 空気作動式偏心構造弁　φ150mm － 2

1、2号混合濃縮汚泥引抜弁 空気作動式偏心構造弁 空気作動式偏心構造弁　φ150mm － 2

1、2号ろ過水受入弁 空気作動式偏心構造弁 空気作動式偏心構造弁　φ150mm － 2

1、2号汚泥棟脱臭ﾌｧﾝ 片吸込ﾀｰﾎﾞﾌｧﾝ 片吸込ﾀｰﾎﾞﾌｧﾝ　FRP25ｍ3/min×3.92kPa 5.5 2

1号汚泥棟活性炭吸着塔 25ｍ3/min　 － 1

活性炭吊上機 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ(ｷﾞﾔｰﾄﾞﾄﾛﾘ付) 手動ギアードトロリ付ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ　2t×5ｍ － 1

生物脱臭塔 充填塔式生物脱臭装置 充填塔式生物脱臭装置　50m3/分 － 1

循環散水ﾎﾟﾝﾌﾟ 立軸型耐蝕ﾎﾟﾝﾌﾟ 立軸型耐蝕ﾎﾟﾝﾌﾟ 2.2 4

希釈水槽 角型槽 角型槽　0.65m3 － 1

受変電設備 6.6kV　tr1台(500kVA) 500kVA 一式

受変電設備 6.6kV　tr2台(150kVA、100kVA) 250kVA 一式

流入ｹﾞｰﾄ 電動仕切弁(自動降下付) 自動降下付電動ｹﾞｰﾄ　W800×h800mm 0.75 1

自動除塵機 連続式裏掻式 連続式裏掻式　W1,000×h1,950mm 0.4 1

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ φ100mm×1.83ｍ3/min 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ φ100mm×1.83ｍ3/min 11 4

ﾎﾟﾝﾌﾟ井連通ﾊﾞﾙﾌﾞ 外ネジ式ソフトシール弁 外ネジ式ソフトシール弁 φ350mm － 1

ﾐｽﾄｾﾊﾟﾚｰﾀｰ 慣性衝突式 慣性衝突式 5.0ｍ3／min － 1

脱臭ﾌｧﾝ 片吸式ﾀｰﾎﾞ式 片吸式ﾀｰﾎﾞ式 5.0ｍ3／min 0.75 1

活性炭吸着搭 ｶｰﾄﾘｯｼﾞ式 ｶｰﾄﾘｼﾞ式 酸性・塩基性・中性 5.0ｍ3/min － 1

ホイスト 手動式ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ　1t×12ｍ 1.4 1

受変電設備 6.6kV　Mtr1台 75kVＡ 一式

自家発電設備 3φ 3W 210Ｖ 75kVＡ 1
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放　　　流

再利用水 混合濃縮汚泥貯留槽

搬　出　処　分伊　勢　湾
セメント材料

脱水ケーキ
汚泥処理業務

塩素混和池

脱水機

余剰汚泥

最終沈殿池 最終沈殿池

消毒・放流

ポンプ施設

指定管理業務

急速ろ過設備
各施設へ

嫌気槽 余剰汚泥貯留槽

無酸素槽 無酸素槽 無酸素槽

常圧浮上濃縮機好気槽

好気槽

好気槽

重力濃縮槽

生汚泥生物反応槽 生物反応槽

汚泥処理設備

好気槽

砂ろ過器

好気槽 好気槽

好気槽 好気槽 嫌気槽 嫌気槽

好気槽

返　流　水

急ろ逆洗水排水
分　配　槽

１系水処理施設 ２系水処理施設

最初沈殿池 最初沈殿池

スクリーン・ポンプ施設
休止池

スクリーン

自動除塵機

汚水ポンプ

汚泥処理設備

流入渠 返流水

暫定流入棟 再利用水

　（５）雲出川左岸浄化センター　処理フローシート
（平成24年4月1日現在）

流　入　水

水処理設備津･久居幹線 香良洲幹線



（６）水質管理状況 

ア 水質管理状況の概況 

(ｱ) 流入水量 

平成23年度における日平均流入水量は、24,228㎥  で、22年度の 23,396㎥ と比較して約

832㎥（約3.6％）増加した。なお、過去5年間の流入水量増加量は、-44㎥、1,200㎥、770㎥、

-1,440㎥、832㎥となっているが、22年度が減少したのは、津市内での降雨量が 21年度の 1/3

程度と極端に少なくなったためと考えられる。 

平成 23年度において降雨による影響が最も顕著に表れたのは、平成 23年 9月 21日（降水

量 117㎜）で日最大流入量 65,861㎥を記録した。 

 

(ｲ) 流入水質（ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、全窒素、全りん、有害物質） 

平成 23 年度における平均流入水質は、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ濃度それぞれ 160、110、

210mg/Lであった。また、全窒素、全りん濃度はそれぞれ 31、4.1mg/Lであった。 

なお、流入水中の有害物質（水質汚濁防止法に定められている項目のうち、人の健康に関わ

る被害を生じる恐れのある物質） 27 項目については、年間を通じて「アンモニア、アンモニウム

化合物、亜硝酸化合物および硝酸化合物」の項目を除いた全ての項目で報告下限値未満であり、

これらが水処理に影響を及ぼすことはなかった。 

 

(ｳ) 放流水質（ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、全窒素、全りん、有害物質） 

平成23年度における平均放流水質は、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、全窒素、全りん濃度それぞれ 2.9、

7.5、 1未満、7.4、0.4mg/Lであった。 

なお、放流水中の有害物質 27 項目については、年間を通じて「アンモニア、アンモニウム化

合物、亜硝酸化合物および硝酸化合物」の項目を除いた全ての項目で報告下限値未満であっ

た。 

 

(ｴ) 放流先の環境保全に係る運転管理 

窒素、りん対策のため、平成12年度から、嫌気好気法による施設を設置、また平成15年度に

はＡ２Ｏ法（嫌気―無酸素―好気法）による施設を増設し、運転を行っている。 

 

 

 

 

 



法令に基づく排水基準値および水質自主管理目標値 

項   目 排 水 基 準 値 水質自主管理目標値 

 ＢＯＤ （mg/L） 15  10  

 ＣＯＤ （mg/L） 100  15  

 ＳＳ （mg/L） 40  5  

 全窒素 （mg/L） 18  15  

 全りん （mg/L） 1.6  1.3  

 ｐＨ （----） 5.8～8.6 5.8～8.6 

 

 

イ 月別の水質管理状況 

４月 

日平均流入水量は、22,133㎥で 3月に比べ 135㎥減となった。これは、月降水量の減少による

ものと考えられる。 

生物反応槽の水温は、19～21℃で推移し、MLSSを1,900～2,100mg/L程度に維持することを

目標に運転した。 

 

５月 

日平均流入水量は、24,740㎥で4月に比べ2,607㎥  増となった。これは、月降水量が増加し、

不明水がこれに伴い増加したものと考えられる。不明水対策として 1 系を適宜、嫌気好気活性汚泥

法から凝集剤添加活性汚泥法へ切り替えて運転した。 

生物反応槽の水温は、21～23℃で推移し、MLSSを1,800～1,900mg/L程度に維持することを

目標に運転した。 

 

６月 

日平均流入水量は、27,138m3 で 5月に比べ 2,398㎥増となった。これは、月降水量が増加し、

不明水がこれに伴い増加したものと考えられる。 

生物反応槽の水温は、23～26℃で推移し、MLSS の運転目標値もこれに対応して 1,700～

1,900mg/L とし、余剰汚泥引き抜き量とＤＯ管理に注意して運転した。不明水の影響が長期に及ん

だため、1 系を標準活性汚泥法として運用した。これに伴い窒素およびりんの除去率の低下が若干

確認された。 

 

７月 

日平均流入水量は、25,293㎥で6月に比べ1,845㎥減となった。これは月降水量が前月と比べ



減少したものと考えられる。 

生物反応槽の水温は、26～28℃で推移し、MLSSを1,400～1,700mg/L程度に維持することを

目標に運転した。 

海水浴シーズンを迎えたため、放流水における大腸菌群数に留意した消毒を行ったことから、大

腸菌群数は 10個/cm3以下で推移した。 

 

８月 

日平均流入水量は、23,163㎥で 7月に比べ 2,130㎥減となった。これは、月降水量が減少した

ことによる影響と考えられる。 

生物反応槽の水温は、年間最高の 27～29℃台となり、MLSS の目標値も年間最小の

1,600mg/Lとし、余剰汚泥引抜量とＤＯ管理に注意して運転した。 

1系のりん処理は１日を通じて不安定な状態が続いた。このため、運転方法を標準活性汚泥法か

ら嫌気好気活性汚泥法へ戻したところりん除去率は改善傾向を示した。 

 

９月 

日平均流入水量は、28,485㎥で8月に比べ5,322㎥増加した。これは台風（12号および15号）

による不明水流入の影響が大きかったためと考えられる。 

不明水の影響による流入負荷の増加および汚泥配管トラブルに伴う生汚泥・余剰汚泥引抜中断

によって、MLSS が上昇した。このため、汚泥配管トラブル復旧後に余剰汚泥引抜量の調整を行っ

た。 

生物反応槽の水温は、26～28℃で推移し、MLSSを1,600～2,000mg/Lに維持することを目標

に運転した。 

 

10月 

日平均流入水量は、24,047㎥で9月に比べ4,438㎥減となった。これは月降雨量の減少による

ものと考えられる。 

生物反応槽の水温は、24～26℃台となり、MLSS値の運転目標値もこれに対応して1,700mg/L

とし、余剰汚泥引抜量とＤＯ管理に注意して運転した。 

1 系における生物反応槽のＳＶＩ値は 100mL/g で推移したが、2 系のＳＶＩ値は月間平均値

450mL/gと上昇した。 

 

11月 

日平均流入水量は、23,262㎥で 10月に比べ 785㎥減となった。これは月降雨量の減少による



ものと考えられる。 

生物反応槽の水温は、22～25℃となり、MLSS 値の運転目標値もこれに対応して 1,700～

1,900mg/L程度に維持することを目標に運転した。 

放流水における月平均全窒素濃度は 8.1mg/Lで、10月より 0.8mg/L上昇した。その対策として、

放流水全窒素濃度が9.0mg/L以上となった際に2系循環率を140から150％に引き上げ、硝化率

の向上を図った。 

 

12月 

日平均流入水量は、22,877㎥  で 11月に比べ 385㎥減となった。これは 10月と同様に降水量

が少なく不明水の影響が小さかったことによるものと考えられる。 

生物反応槽の水温は、19～22℃台となり、MLSS の運転目標値もこれに対応して 1,600～

1,900mg/L 程度として運転した。 

 

１月 

日平均流入水量は、22,437 ㎥で 12 月に比べ 440 ㎥減となった。これは降水量の減少によるも

のと考えられる。 

生物反応槽の水温は、17～19℃台となり、MLSS を 1,700～2,000mg/L 程度に維持することを

目標に運転した。 

放流水の水質は、年末から年始にかけて流入負荷量の変動により、正月に全窒素、全りんの濃

度が若干上昇した。 

 

２月 

日平均流入水量は、23,099㎥で前月に比べ 662㎥増となった。 

生物反応槽の水温は、17～19℃台となり、MLSSを2,100mg/L程度に維持することを目標に運

転した。 

重力濃縮汚泥の移送配管閉塞に伴い 5 日間の余剰汚泥の引抜を停止を実施した。これにより

MLSSは 1系、2系ともに一時的に 2,400mg/L台まで上昇した。 

 

３月 

日平均流入水量は、24,127㎥で 2月に比べ 1,028㎥増となった。これは降雨量の増加によるも

のと考えられる。 

生物反応槽の水温は、17～19℃台で推移した。MLSS運転管理目標値は2,100mg/Lを維持し

た。 
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注）
　１　各月のデータは、その月平均値
　２　年間最高値は、年間の総データの最高値
　３　年間最低値は、年間の総データの最低値
　４　年間平均値は、月平均の平均値
　５　降水量の各月のデータは、日降水量の月合計値。
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（７）汚水処理水量

月

項目

[ｍ３] 663,997 766,930 814,132 784,069 718,042 854,539 745,466 697,867 709,198 695,541 669,875 747,931 8,867,587 24,228

[ｍ３] 507,828 372,022 382,530 480,882 394,114 451,784 515,057 555,359 638,338 578,139 497,806 396,752 5,770,611 23,269

[日] 23 16 15 20 17 18 22 24 28 26 22 17 248 -

[ｍ３/日] 22,079 23,251 25,502 24,044 23,183 25,099 23,412 23,140 22,798 22,236 22,628 23,338 - -

[ｍ３] 156,169 394,908 431,602 303,187 323,928 402,755 230,409 142,508 70,860 117,402 172,069 351,179 3,096,976 26,246

[日] 7 15 15 11 14 12 9 6 3 5 7 14 118 -

[ｍ３/日] 22,310 26,327 28,773 27,562 23,138 33,563 25,601 23,751 23,620 23,480 24,581 25,084 - -

[ｍ３/日] 22,133 24,740 27,138 25,293 23,163 28,485 24,047 23,262 22,877 22,437 23,099 24,127 - -

[ｍ３] 677,675 781,133 831,682 802,144 728,938 841,790 761,387 715,097 728,208 715,353 690,342 768,820 9,042,569 24,706

[ｍ３] 34,523 33,738 30,917 31,765 31,815 28,585 32,541 31,562 35,745 35,663 30,911 37,487 395,252 1,080

（８）電力・水道・薬品・燃料

月

項目

[kWh] 475,032 499,536 497,448 525,096 518,760 502,020 495,516 467,544 487,596 493,788 458,064 498,060 5,918,460 16,171

[kWh/ｍ３] 0.72 0.65 0.61 0.67 0.72 0.59 0.66 0.67 0.69 0.71 0.68 0.67 - 0.67

[ｍ３] 133 116 164 189 194 211 257 158 156 144 155 171 2,048 6

[㍑] 5,090.0 5,650.0 6,160.0 5,910.0 5,090.0 3,910.0 2,130.0 2,110.0 2,360.0 2,490.0 2,310.0 2,610.0 45,820.0 125

[㍑] 2,680.0 3,760.0 5,190.0 4,610.0 3,670.0 3,820.0 6,570.0 7,620.0 8,710.0 8,890.0 5,710.0 6,930.0 68,160.0 186

[㍑] - - - - - - - - - - - - - -

[㍑] - - - - - - - - - - - - - -

[㎏] 851.2 887.1 943.6 987.0 963.2 885.3 976.3 850.0 894.6 922.7 772.1 941.0 10,874.1 29.7

[㎏] - - - - - - - - - - - - - -

[㍑] 340 100 300 1,010 1,130 750 100 100 540 1,405 1,135 900 7,810 21

[㍑] - - - - - - - - - - - - - -

（９）汚泥脱水処理

月

項目

[ｍ３] 3159.6 3256.1 3309.3 3558.8 3416.9 3005.1 3567.9 3337.7 3436.2 3551.0 2851.1 3692.6 40142.3 109.7

[ｈ:ｍ] 655:50 674:21 635:29 664:26 625:44 545:06 657:49 628:45 667:46 695:43 544:03 726:12 7721:14 21:06

[ｔ] 474.85 477.20 479.78 478.71 431.80 389.89 466.18 432.15 467.57 497.99 420.05 557.35 5573.52 15.2

[ｔ] - - - - - - - - - - - - - -

[ｔ] 486.28 479.51 498.83 487.54 440.49 388.01 477.95 446.85 477.63 510.12 430.30 561.59 5685.10 15.53

[ｔ] - - - - - - - - - - - - - -

[ｔ/日] 15.83 15.39 15.99 15.44 13.93 13.00 15.04 14.41 15.08 16.06 14.48 17.98 - 15.23

[％] 74.35 73.91 73.99 73.60 73.23 72.70 73.78 74.11 74.30 74.83 74.87 75.53 - 74.1

[㎏] 0.27 0.27 0.29 0.28 0.28 0.29 0.27 0.25 0.26 0.26 0.27 0.25 - 0.27

[㎏] 1.79 1.86 1.97 2.06 2.23 2.27 2.09 1.97 1.91 1.85 1.84 1.69 - 1.95

[㎏] - - - - - - - - - - - - - -

[㎏] - - - - - - - - - - - - - -

ケーキ１ｔ当り高分子凝集剤添加量

汚泥1ｍ３当り凝集助剤添加量

ケーキ１ｔ当り凝集助剤添加量

　　焼　却　・　埋　立　処　分

　　セ　 メ　 ン　 ト　 材　 料

　　コ　　ン　　ポ　　ス　　ト

日平均ケーキ処分量 

ケーキ含水率日平均

汚泥1ｍ３当り高分子凝集剤添加量

３月 計 日平均

脱水処理量

脱水機運転時間

ケーキ処分量

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

灯油  

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ポリ塩化アルミニウム  

硫酸  

水酸化ナトリウム

高分子凝集剤 

ポリ硫酸第２鉄 

重油 

計 日平均

電力

電力負荷

水道         

次亜塩素酸ナトリウム 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

　 雨　天　時　流　入　水　量

　 雨　　天　　時　　日　　数

　 雨　　天　　時　　平　　均

日平均流入水量 

放流水量 

再生利用水

計 日平均

流入水量

　 晴　天　時　流　入　水　量

　 晴　　天　　時　　日　　数

   晴　　天　　時　　平　　均

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月



番号 工　　事　 名　　称 整　　備　　内　　容

1
汚泥処理棟　1号汚泥脱水機・2号余剰汚泥貯留槽攪拌機　分解点検
整備

脱水ローラー、ベアリング、アライニングロール張替、
ろ布駆動用減速機、凝集混和槽攪拌機、余剰汚泥貯
留槽攪拌機ゴムライニング等

2
汚泥脱水棟　2号余剰汚泥貯留槽攪拌機（減速機・電動機）分解点検
整備

2号余剰汚泥貯留槽攪拌機の減速機及び電動機の分
解点検整備

3 送風機棟　非常用発電設備回転計取替修繕 回転計の取替

4 煙感知器等取替修繕 煙感知器等の取替

5 香良洲幹線空気弁点検整備 香良洲幹線空気弁の点検及び消耗部品の交換整備

番号 名　称　及　び　そ　の　状　況 処　　置　　方　　法

1 中央監視室　監視制御装置用モニターＮＯ３不具合 モニター取替修繕

2 スクリーンポンプ棟　吸気フアン異音 モーターの軸ベアリングを行う

3 汚泥処理棟　電気室給気ファン（FS-1）電動機ベアリング不具合 電動機ベアリングの交換を行う

4 汚泥処理棟換気機械室内線電話不具合 内線電話機交換により対応

5 汚泥処理棟除湿機動作不具合 オートドレイントラップの取替を行う

6 汚泥処理棟浮上用空気除湿機動作不具合 オートドレイントラップの取替を行う

7 汚泥処理棟　電気室給気ファン（FS-2）電動機ベアリング不具合 電動機ベアリングの交換を行う

8 汚泥処理棟　2号浮上濃縮汚泥投入弁エアレギュレータ動作不具合 エアレギュレータの交換を行う

9 汚泥処理棟　2号・3号脱水用薬品溶解タンク引抜弁動作不具合 ダイヤフラムバルブの分解整備を行う

10 汚泥処理棟　電気室排気（FE-2）電動機ベアリング異音不具合 ベアリング部の取替を行う

11 汚泥処理棟　電気室給気（FS-2）電動機ファン不具合 ファンの取替を行う

12 公社備品　汚水用水中ポンプ（2台）フロートスイッチ不具合 フロートスイッチの取替を行う

13 自家発電設備セルモーターオイルシールの劣化 自家発電機のセルモーターのオイルシールの交換

14 汚泥処理棟　1階洗濯室　窓ガラス破損 窓ガラスの取替を行う

15 汚泥処理棟　空気配管閉塞不具合 空気配管分解清掃を行う

16 汚泥処理棟　除湿器動作不具合 除湿器本体の取替を行う

17 汚水用水中ポンプフロートスイッチ不具合 フロートスイッチの取替を行う

18 暫定流入ポンプ棟　外部照明器具不具合 照明器具の取替を行う

19 中央監視室　インターホン不具合 インターホンの取替を行う

20 自動水栓　動作不具合 単水栓に取り替える

21 2号送風機　吸込温度指示計不具合 温度指示計の交換を行う。

22 4号送風機軸受温度計不具合 軸受温度計の取替を行う。

23 汚泥処理棟ＦＳー１１電動機ベアリング異音不具合 ベアリングの取替を行う。

24 1系水処理　１－１号初沈汚泥掻寄機　地上部駆動チェーン不具合 駆動部チェーン交換及び張張り調整

25 管理本館上水受水槽ボールタップ不具合 ボールタップの交換

26 送風機棟　２階器具室　換気扇カバー取付枠不具合 フード及び取付枠取替

27 １系初沈　スカムピット天蓋不具合 天蓋部取替

28 管理棟　ガスボンベ貯蔵庫東側外壁タイル不具合 外壁タイル部分修正

29 汚泥処理棟　１号起泡揚水ポンプ不具合 相フランジのボルト、パッキンの取替

30 急速ろ過棟　１号原水ポンプ不具合 １号ポンプ破損部品取替修繕

31 汚泥処理棟　屋外外灯タイマー不具合 タイマー取替

32 管理本館　フラッグポール　レギュレター不具合 ハンドル取替

33 場内　地中電線路ハンドホール不具合 ゴムパッキン取替

34 2-3池風量制御調節（DO制御） 風量制御調節修理

35 固形塩素溶解用ろ過水配管より水漏れ不具合 止水栓、止水フランジ取替（予備品使用）

36 1号汚泥棟　1号汚泥棟脱臭ファン　電動機異音不具合 ベアリングの取替

37 汚泥処理棟　2号混合濃縮汚泥貯留槽攪拌機　原動機異音不具合 ベアリングの取替

38 1号汚泥処理棟　1号余剰汚泥貯留槽攪拌機　オイル漏れ不具合 オイル漏れ修理

39 汚泥処理棟　電気室　ミニUPS表示部不具合 中勢下水のて対応（ミニUPS取替）

40 1系-3・4　MLSS計用ろ過水配管不具合 配管取替

41 1系ろ過水配管より水漏れ不具合 配管取替

42 汚泥処理棟　濃縮汚泥配管穴開不具合 配管取替

43 汚泥処理棟　1-2号ケーキ搬送コンベアキャリアローラ動作不具合 キャリアローラ取替

44 汚泥スクリーン棟　1-1号濃縮汚泥引抜弁プラグ部ライニング不具合 濃縮汚泥引抜弁取替

（10）施設点検業務の概要

施設点検整備概要

設備故障状況及び処置概要



(11)水質試験業務
ア　流入、放流水質試験

項目
月

℃
流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流

13.8 19.8 20.2 5 100 7.6 6.7 180 1 150 1.9 120 8.0 34 6.7
18.8 21.6 22.4 6 100 7.5 6.7 180 <1 130 1.9 97 7.5 30 6.4
23.8 22.7 23.8 8 100 7.3 6.6 140 <1 120 1.9 81 6.8 28 6.1
27.3 25.9 26.9 6 100 7.3 6.7 210 <1 160 1.6 100 7.1 30 6.9
28.5 26.9 28.1 6 100 7.3 6.7 210 <1 150 2.2 100 7.3 30 6.1
25.0 26.4 27.2 6 100 7.3 6.7 220 <1 130 1.8 110 6.8 30 6.1
19.0 24.6 25.4 6 100 7.3 6.7 210 1 170 4.0 110 7.2 26 6.2
14.6 23.1 23.3 6 100 7.4 6.6 210 <1 130 2.2 110 7.1 31 6.6
8.7 21.1 20.7 5 100 7.6 6.5 240 1 250 4.3 130 7.7 38 6.1
5.2 18.6 18.3 5 100 7.7 6.5 220 2 190 4.2 120 8.1 36 6.8
5.4 17.0 17.4 5 100 7.8 6.5 230 2 190 5.7 130 8.4 32 6.1
8.7 17.4 18.0 5 100 7.7 6.5 260 2 180 3.1 130 7.9 29 5.9
32.5 27.4 28.8 15 >100 8.1 6.9 1,100 3 370 8.3 360 9.5 41 7.4
1.6 15.1 17.1 3 93 7.1 6.3 16 <1 35 1.1 26 4.8 24 5.5
16.6 22.1 22.7 6 100 7.5 6.6 210 <1 160 2.9 110 7.5 31 6.3
244 53 244 243 244 243 244 243 244 47 48 243 244 24 24

－ － 5.8～8.6 40 20 130(100) －

項目 遊離
月 残留塩素

mg/l

流入 放流 流入 放流 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流
━ ━ 120,000 44 <0.05 670 440 430 200 63 66 25 ━ 34 8.0
━ ━ 160,000 18 <0.05 460 280 240 60 57 62 17 ━ 30 7.1
━ ━ 130,000 7 <0.05 430 260 220 50 59 60 14 ━ 24 6.7
━ ━ 140,000 2 <0.05 490 260 290 60 68 69 19 ━ 28 7.3
━ ━ 160,000 55 <0.05 490 250 280 60 64 64 18 ━ 29 7.3
━ ━ 190,000 80 <0.05 470 240 260 60 59 60 16 ━ 26 6.5
━ ━ 110,000 180 <0.05 470 230 270 50 57 60 15 ━ 28 7.3
━ ━ 280,000 120 <0.05 450 250 230 40 56 57 15 ━ 30 7.8
━ ━ 110,000 52 <0.05 520 250 310 50 57 60 14 ━ 35 7.9
━ ━ 52,000 54 <0.05 500 250 290 50 63 63 11 ━ 36 8.1
━ ━ 44,000 69 <0.05 470 240 290 50 56 60 11 ━ 35 8.0
━ ━ 53,000 83 <0.05 490 230 290 50 59 58 12 ━ 34 7.4
━ ━ 580,000 310 0.11 1100 890 870 670 70 70 27 ━ 41 10
━ ━ 22,000 0 <0.01 220 170 65 20 54 54 8 ━ 13 4.4
━ ━ 130,000 64 <0.05 490 260 280 70 60 62 16 ━ 31 7.4
━ ━ 44 93 244 48 48 48 48 24 24 49 ━ 101 104

－ 3,000 － － － － －
120(60)放流基準値

平均
測定回数

放流基準値

１１月
１２月
１月

測定回数

２月

最高

６月
７月
８月

１０月
９月

単位
区分
４月
５月

１２月
１月
２月

最低

３月

単位

区分
４月
５月
６月
７月
８月
９月

１０月

３月
最高
最低
平均

１１月

電気伝導率

mS/m

－

ＳＳ

mg/l

塩化物イオン

mg/l

全蒸発残留物

mg/l

溶解性TOC

mg/l

ＢＯＤ

mg/l

ＣＯＤ

mg/l

水温

℃

透視度

度

 ｐＨ

よう素消費量

mg/l

全窒素

mg/l

大腸菌群数

個/cm3

強熱減量

mg/l

気温



項目
月

流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流
24 0.2 <0.1 0.0 <0.1 7.1 4.3 0.3 2.2 0.2 ━ ━ ━ ━ 3.2 <0.1
21 0.2 <0.1 <0.1 <0.1 6.2 4.0 0.3 2.0 0.2 ━ ━ ━ ━ 3.5 <0.1
18 0.2 <0.1 <0.1 <0.1 5.1 3.3 0.4 1.7 0.2 ━ ━ ━ ━ 2.6 <0.1
18 0.4 <0.1 <0.1 <0.1 6.3 4.0 0.4 1.8 0.3 ━ ━ ━ ━ 3.9 <0.1
18 0.2 <0.1 <0.1 <0.1 6.5 4.3 0.4 2.1 0.3 ━ ━ ━ ━ 2.4 <0.1
17 0.3 0 <0.1 <0.1 5.7 4.0 0.5 2.0 0.4 ━ ━ ━ ━ 5.2 <0.1
18 0.2 0.1 <0.1 <0.1 6.6 4.0 0.4 1.9 0.4 ━ ━ ━ ━ 3.8 <0.1
21 0.2 <0.1 <0.1 0.1 6.9 4.2 0.5 2.4 0.4 ━ ━ ━ ━ 4.7 <0.1
24 0.6 <0.1 <0.1 <0.1 6.6 4.5 0.5 2.0 0.4 ━ ━ ━ ━ 6.1 <0.1
25 1.0 <0.1 <0.1 <0.1 6.4 4.0 0.4 1.9 0.3 ━ ━ ━ ━ 3.8 <0.1
24 0.9 <0.1 <0.1 <0.1 6.3 4.2 0.5 1.8 0.3 ━ ━ ━ ━ 3.9 <0.1
22 0.2 0.1 <0.1 <0.1 6.2 4.0 0.4 1.8 0.2 ━ ━ ━ ━ 3.3 <0.1
28 2.3 0.5 0.3 1.0 7.8 5.5 0.9 3.2 0.8 ━ ━ ━ ━ 7.5 <0.1
13 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 3.4 1.3 0.2 0.9 <0.1 ━ ━ ━ ━ 1.9 <0.1
21 0.4 <0.1 <0.1 <0.1 6.3 4.1 0.4 2.0 0.3 ━ ━ ━ ━ 3.9 <0.1
100 101 100 101 99 100 101 104 100 101 ━ ━ ━ ━ 24 24

－ － －
16(8)

－ － － －

項目
月

流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流
28 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
44 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
28 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
26 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
38 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
26 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
38 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
20 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
28 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
41 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
120 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
27 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
180 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 0.2 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
13 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
39 <0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01
24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

鉱物油 5
動植物油 30 1 1 2 10 10 2 0.1

最低
平均

測定回数

放流基準値

９月
１０月
１１月
１２月
１月
２月

平均

単位
区分
４月

放流基準値

測定回数

２月
３月

１０月
１１月
１２月
１月

単位
区分
４月
５月

８月
９月

６月
７月

最高
最低

５月
６月
７月

n-ヘキサン
抽出物質

銅フェノール類

３月
最高

８月

溶解性鉄 溶解性マンガン

mgN/l

ＮＯ2
-－Ｎ ＮＯ3

-－Ｎ

mgN/l mgN/l

濁度ＮＨ4
+－Ｎ 全りん

mg/l

ＰＯ4
3-－Ｐ

mgP/l

色度

亜鉛

度

陰イオン
界面活性剤

mg/l度

mg/l mg/l mg/l

全クロム

mg/l mg/lmg/l mg/l

カドミウム

mg/l



項目
月

流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.01 <0.01 <0.05 <0.05 <0.01 <0.01 <0.0005 <0.0005 検出せず 検出せず <0.0005 <0.0005
24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

1 1 0.1 0.5 0.1 0.005
検出され
ないこと

0.005

項目
月

流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
<0.03 <0.03 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.004 <0.004 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.3 <0.3
24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

0.3 0.1 0.2 0.02 0.04 0.2 0.4 3

平均
測定回数

放流基準値

３月
最高
最低

１０月
１１月
１２月
１月

区分
４月
５月

２月

６月
７月
８月
９月

単位

最低
平均

測定回数

１月
２月
３月
最高

７月
８月

mg/l

六価クロム

mg/l

mg/l

９月

mg/l

１０月
１１月
１２月

放流基準値

単位

区分
４月
５月
６月

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

mg/l

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ

mg/l

mg/l

有機りん

mg/l

mg/l

鉛

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 四塩化炭素 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

アルキル水銀

mg/l mg/l

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ

mg/l

砒素 総水銀

mg/l

全シアン

mg/l mg/l mg/l



項目
月

流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
<0.006 <0.006 <0.002 <0.002 <0.006 <0.006 <0.003 <0.003 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.5 <0.5
24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

0.06 0.02 0.06 0.03 0.2 0.1 0.1 15

項目

月

流入 放流 流入 放流 流入 放流 備考
<1 <1 <0.005 <0.005 9.0 5.2 １． 数値は各月の平均値である。
<1 <1 <0.005 <0.005 7.8 4.7 ２． 各月の透視度の平均は、測定結果が100度を超えた場合、”100度”として算出している。
<1 <1 <0.005 <0.005 6.7 4.6 ３． <0.0Xは報告下限値未満であることを示す。
<1 <1 <0.005 <0.005 7.0 5.5 ４． 「最高」「最低」は年間の最高値最低値である。
<1 <1 <0.005 <0.005 6.7 5.6 ５． 「平均」は月平均の平均値である。
<1 <1 <0.005 <0.005 5.8 5.6 ６． 放流基準値の（ ）内の数値は日間平均値を示す。
<1 <1 <0.005 <0.005 6.8 5.8
<1 <1 <0.005 <0.005 8.0 6.6
<1 <1 <0.005 <0.005 9.1 6.5
<1 <1 <0.005 <0.005 9.4 5.9
<1 <1 <0.005 <0.005 8.7 6.1
<1 <1 <0.005 <0.005 8.9 5.6
<1 <1 <0.005 <0.005 9.4 6.8
<1 <1 <0.005 <0.005 5.8 3.8
<1 <1 <0.005 <0.005 7.8 5.6
24 24 <0.005 <0.005 24 24

230 ━ 100放流基準値
測定回数

１２月
１月
２月
３月
最高
最低
平均

８月

最低
平均

９月
１０月
１１月

４月
５月
６月
７月

３月
最高

測定回数
放流基準値

単位
区分

７月
８月
９月

１０月
１１月
１２月
１月
２月

単位
区分
４月
５月
６月

mg/l

ふつ素

ほう素

mg/lmg/l

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ ベンゼン セレン

mg/l mg/l

チウラム

mg/lmg/l

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

ｱﾝﾓﾆｱ、ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合
物、亜硝酸化合物および

硝酸化合物の合計

mg/lmg/l

１，４－ジオキサン

mg/lmg/l

シマジン



イ　生物反応槽試験

１系：標準活性汚泥法

水温 ｐＨ ＭＬＤＯ ＳＶ３０ ＭＬＳＳ ＳＶＩ ＭＬＶＳＳ 有機分 Ｒｒ Ｋｒ
℃ － mg/l ％ mg/l ml/g mg/l ％ mg/l･h mg/g･h

４月 20.4 6.5 1.4 35 1,920 190 1,570 82 9.4 4.9
５月 22.6 6.4 1.1 30 1,860 170 1,560 83 10 5.5
６月 23.8 6.3 1.3 28 1,890 150 1,530 81 12 6.2
７月 26.9 6.3 1.3 40 1,600 240 1,300 81 13 8.3
８月 28.1 6.4 1.1 41 1,600 260 1,290 81 8.9 5.5
９月 27.3 6.4 1.3 29 1,970 140 1,540 79 15 8.0
１０月 25.4 6.4 1.0 31 1,830 160 1,450 79 9.0 4.9
１１月 23.6 6.3 1.1 46 1,810 240 1,470 81 8.3 4.6
１２月 21.0 6.2 1.3 53 1,730 340 1,390 80 7.7 4.5
１月 18.6 6.2 1.7 70 1,890 360 1,540 82 8.0 4.2
２月 17.6 6.2 1.6 69 2,160 310 1,750 81 9.7 4.5
３月 18.2 6.2 0.9 75 2,360 320 1,890 80 11 4.7
最高 28.8 6.8 2.5 82 2,570 390 2,020 84 27 16
最低 17.2 6.1 <0.5 19 1,400 110 1,140 77 6.6 3.4
平均 22.8 6.3 1.3 46 1,890 240 1,510 81 10 5.5

測定回数 244 244 51 244 51 51 51 51 51 51

２系：嫌気・無酸素・好気法

水温 ｐＨ ＭＬＤＯ ＳＶ３０ ＭＬＳＳ ＳＶＩ ＭＬＶＳＳ 有機分 Ｒｒ Ｋｒ
℃ － mg/l ％ mg/l ml/g mg/l ％ mg/l･h mg/g･h

４月 20.6 6.6 1.2 54 1,760 300 1,430 82 8.2 4.7
５月 22.7 6.6 1.2 63 1,880 340 1,520 81 9.2 4.9
６月 23.9 6.5 1.1 61 1,970 310 1,590 81 11 5.8
７月 27.0 6.5 1.2 46 1,730 250 1,390 80 10 6.0
８月 28.1 6.6 1.2 31 1,470 210 1,170 80 9.8 6.6
９月 27.4 6.5 1.3 42 1,650 240 1,320 80 9.5 5.8
１０月 25.6 6.5 1.3 72 1,460 460 1,190 81 7.4 5.1
１１月 23.7 6.5 1.0 71 1,740 410 1,410 81 7.7 4.5
１２月 21.3 6.4 1.2 60 1,740 330 1,430 82 7.7 4.4
１月 19.0 6.4 1.3 60 1,810 320 1,490 83 17 9.6
２月 18.1 6.4 1.4 76 2,260 330 1,890 84 10 4.6
３月 18.6 6.4 1.4 81 2,260 360 1,870 83 10 4.5
最高 28.8 6.7 2.0 85 2,700 560 2,260 84 27 15
最低 17.7 6.2 0.9 18 1,230 190 984 79 6.3 3.8
平均 23.0 6.5 1.2 60 1,810 320 1,480 81 9.9 5.5

測定回数 244 244 51 244 51 51 51 51 51 51

項目

項目



ウ　返送汚泥試験

１系：標準活性汚泥法

水温 ｐＨ ＳＶ３０ ＲＳＳＳ ＳＶＩ ＲＳＶＳＳ 有機分  
℃ － ％ mg/l ml/g mg/l ％

４月 20.3 6.6 100 5,380 190 4,390 82
５月 22.4 6.6 97 4,900 200 4,050 83
６月 23.9 6.4 96 4,900 200 3,990 81
７月 26.8 6.4 94 4,120 230 3,320 81
８月 28.2 6.5 97 3,750 260 3,020 80
９月 27.0 6.5 88 5,020 180 3,990 80
１０月 25.0 6.5 91 4,420 210 3,560 79
１１月 23.1 6.5 97 4,410 220 3,590 81
１２月 20.2 6.4 94 3,590 270 2,850 79
１月 18.5 6.4 97 4,600 210 3,730 81
２月 17.0 6.4 99 5,660 180 4,560 80
３月 17.8 6.4 99 5,760 180 4,600 80
最高 29.2 6.7 100 7,440 310 5,830 85
最低 16.0 6.2 79 3,100 130 2,460 78
平均 22.5 6.5 95 4,710 210 3,800 81

測定回数 51 51 51 51 51 51 51

２系：嫌気・無酸素・好気法

水温 ｐＨ ＳＶ３０ ＲＳＳＳ ＳＶＩ ＲＳＶＳＳ 有機分
℃ － ％ mg/l ml/g mg/l ％

４月 20.6 6.6 100 6,480 160 5,250 81
５月 22.8 6.5 100 7,160 140 5,670 79
６月 24.4 6.4 100 7,540 130 6,030 80
７月 27.6 6.5 99 6,300 160 5,050 80
８月 28.6 6.5 100 5,500 190 4,320 78
９月 27.5 6.5 97 4,890 210 3,920 80
１０月 25.5 6.5 100 6,030 170 4,840 80
１１月 23.4 6.5 100 6,450 160 5,160 80
１２月 20.4 6.4 100 6,420 160 5,240 82
１月 18.5 6.5 100 7,280 140 5,960 82
２月 17.6 6.3 100 8,290 120 6,880 83
３月 18.1 6.4 100 9,080 110 7,540 83
最高 29.2 6.6 100 9,760 250 8,130 83 備考
最低 16.9 6.2 94 3,770 100 3,040 77 １．数値は各月の平均値である。
平均 22.9 6.5 100 6,790 150 5,490 81 ２．「最高」「最低」は年間の最高値最低値である。

測定回数 51 51 51 51 51 51 51 ３．「平均」は月平均値の平均値である。

項目

項目



エ　脱水汚泥試験

(ｱ)含有量試験

項目
月

mg/kg-乾 mg/kg-乾 ％ ％ J/g
52 16 72.7 88.2 ━
55 17 74.0 87.4 ━
55 19 73.9 87.5 ━
51 17 74.0 89.0 18800
55 19 74.0 89.0 18800
51 16 72.7 87.4 18800
53 17 73.7 88.0 18800
4 4 4 4 1

発熱量

２月
最　高

単位
５月
８月
１１月

最　低

全窒素 全りん 含水率 強熱減量

測定回数
平　均



(ｲ)溶出試験

項目 アルキル 六価 ポリ塩化 ﾄﾘｸﾛﾛ ﾃﾄﾗｸﾛﾛ
月 水銀 クロム ビフェニル ｴﾁﾚﾝ ｴﾁﾚﾝ

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l
検出せず <0.0005 <0.01 <0.01 <0.1 <0.05 0.03 <0.1 <0.0005 <0.03 <0.01
検出せず <0.0005 <0.01 <0.01 <0.1 <0.05 0.01 <0.1 <0.0005 <0.03 <0.01
検出せず <0.0005 <0.01 <0.01 <0.1 <0.05 0.02 <0.1 <0.0005 <0.03 <0.01
検出せず <0.0005 <0.01 <0.01 <0.1 <0.05 0.02 <0.1 <0.0005 <0.03 <0.01
検出せず <0.0005 <0.01 <0.01 <0.1 <0.05 0.03 <0.1 <0.0005 <0.03 <0.01
検出せず <0.0005 <0.01 <0.01 <0.1 <0.05 0.01 <0.1 <0.0005 <0.03 <0.01
検出せず <0.0005 <0.01 <0.01 <0.1 <0.05 0.02 <0.1 <0.0005 <0.03 <0.01

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

項目 四塩化 1,2- 1,1- ｼｽ-1,2- 1,1,1- 1,1,2- 1,3-ｼﾞｸﾛﾛ
月 炭素 ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l
<0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02
<0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02
<0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02
<0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02
<0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02
<0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02
<0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

項目
月

mg/l mg/l
<0.01 <0.01
<0.01 <0.01
<0.01 <0.01
<0.01 <0.01
<0.01 <0.01
<0.01 <0.01
<0.01 <0.01
4 4

備考
１．<0.0Xは報告下限値未満であることを示す。

単位
５月
８月
１１月

測定回数

２月
最　高
最　低
平　均

５月
８月
１１月
２月
最　高
最　低
平　均

測定回数

８月
１１月
２月
最　高
最　低
平　均

測定回数

単位

単位
５月

総水銀 カドミウム 鉛 有機りん ひ素 全シアン

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ ｾﾚﾝ

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ ﾁｳﾗﾑ ｼﾏｼﾞﾝ ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ



（12）周辺環境調査

ア　騒音調査　（夜間）

 環境保全目標 60 dB

騒
音

レ
ベ

ル
/
ｄ
B

（
A

）

平成　年度

備考
1.最高地点、最高値を表示（２地点×２回×４回/年）
2.環境影響評価を基に夜間の環境保全目標を60dBとした。（工業専用地域のため規制値はない。）

イ　悪臭調査

(ｱ)臭覚測定

項目
年度

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

13 <10 14 < 10 14 < 10 < 10 < 10

21 <10 26 < 10 24 < 10 < 10 < 10

2.3 0 1.2 0 1.7 0.2 0 1

備考
1.最高地点、最高値を表示（５地点×４回/年）

(ｲ)機器試験
（単位：ppm）

項目
年度

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

< 0.05 < 0.05 0.1 < 0.05 0.3 < 0.05 < 0.05 0.18

< 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002

< 0.001 0.001 0.007 < 0.001 0.004 < 0.001 < 0.001 < 0.001

< 0.0005 < 0.0005 < 0.001 < 0.0005 < 0.001 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005

< 0.001 < 0.001 < 0.001 < 0.001 < 0.0009 < 0.0009 < 0.001 < 0.001

　
備考

１．最高地点、最高値を表示（５地点×４回/年）
２．他に放流水の悪臭４物質も試験しているが、すべて報告下限値未満であった。

臭　気　指　数

臭　気　濃　度

臭　気　強　度

ア　ン　モ　ニ　ア

メチルメルカプタン

硫　化　水　素

硫　化　メ　チ　ル

二硫化メチル

50 
49

49
47

50

44

46
47

40 

50 

60 

70 

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度



ウ　水質調査

　生活環境項目
（単位：表示のないものはmg/l）

項目 年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

　透明度 （ｍ） 1.4 2.3 1.4 2.0 1.5 2.3 1.8 3.5

　ｐH (-) 7.4～8.6 7.8～8.6 7.4～8.6 7.7～8.6 7.4～8.6 7.8～8.2 7.6～8.1 7.8～8.0

　溶存酸素 7.4～10 7.2～9.9 5.4～11 6.1～11 6.2～11 6.8～11 5.6～9.3 5.5～9.3

　ＣＯＤ 5.2 5.7 5.5 9.3 5.2 3.9 5.3 3.9

　全窒素 3.7 4.5 2.7 3.5 3.5 1.9 2.6 2.0

　全りん 0.19 0.17 0.59 0.89 0.11 0.12 0.17 0.18

　n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 < 0.5 < 0.5 < 0.5 < 0.5 < 0.5 < 0.5 < 0.5 < 0.5

　塩化物イオン 18,000 19,000 18,000 19,000 15,000 19,000 19,000 19,000

< 0.05 < 0.05 < 0.05 < 0.05 < 0.05 < 0.05 < 0.05 < 0.05

790 130 790 350 490 2,400 4,900 4,900

0.07 0.07 0.13 0.08 0.09 0.08 0.15 0.09
　

備考
１．他に有害項目23項目調査しているが、すべて報告下限値未満であった。

エ　底質調査

　乾泥あたり含有量
（単位：表示のないものはmg/kg）

項目 年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

7.0 9 8 13 15 12 17 10

450 550 660 1,200 840 850 350 260

<0.1 0.7 <0.1 0.4 <0.1 0.8 0.2 0.2

<1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

16 26 8 21 11 35 30 13

<1 - <1 - <1 - - -

6.0 5.8 3.0 5.3 4.0 4.8 4.1 2.2

0.12 0.18 0.05 0.13 <0.05 0.18 0.13 0.07

<0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

<0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

1.5 1.0 1.0 1.7 1.1 1.8 1.4 1.1

0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.7 0.5 0.5

0.09 0.24 0.15 1.1 0.46 1.9 0.53 0.42

37 42 42 50 41 48 39 37

6.1 7.1 3.7 9.2 5.2 7.1 6.1 5.3
　

備考
１．他に溶出試験として７項目試験しているが、平成19年度に1地点で鉛が0.01mg/l
　　検出されたほかは、すべて報告下限値未満であった。
２．最高地点、最高値を表示（４地点×１回/年）

　大腸菌群数(MPN/100ml)

　Ｃ　Ｏ　Ｄ　  (mg/g)

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

　陰イオン界面活性剤

２．放流口最寄地点における最高値（４地点×6回/年、但し透明度は最低値、ｐH・溶存
酸素は範囲を表示）

　硫　化　物  （mg/g）

　鉛

　六　価　ク　ロ　ム

　砒　素

　総　水　銀

　n-ﾍｷｻﾝ抽出物質

　カ　ド　ミ　ウ　ム

　全　シ　ア　ン

　含　水　率　    （％）

　強　熱　減　量 （％）

　アルキル水銀

ポリ塩化ビフェニル

　全　窒　素 　(mg/g)

　全　り　ん　（mg/g）


